
８
月
８
日
、
人
事
院
は
国
会
と
内

閣
に
対
し
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定

な
ど
に
関
す
る
２
４
人
事
院
勧
告
を

行
い
ま
し
た
。

人
事
院
は
毎
年
４
月
頃
よ
り
民
間

企
業
の
賃
金
調
査
を
行
い
国
家
公
務

員
賃
金
と
の
比
較
を
行
い
８
月
上
旬

に
「
勧
告
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
多
く
の
地
方
自
治
体

に
働
く
職
員
や
外
郭
団
体
、
さ
ら
に

民
間
企
業
で
も
引
き
上
げ
の
参
考
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
来
春

闘
相
場
に
も
影
響
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
勧
告
内
容
は
、
官
民
の
賃

金
格
差
を
１
万
１
１
８
３
円(

２
．

７
６
％)

引
き
上
げ
、
一
時
金
は
０
．

１
か
月
分
を
引
き
上
げ
る
と
し
て
い

ま
す
。

例
月
給
与
は
勧
告
額
が
一
律
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
若
年
層

に
厚
く
、
高
齢
層
に
は
薄
く
配
分
す

る
と
し
て
お
り
、
大
卒
総
合
職
で
は

１
４
．
６
％
の
ア
ッ
プ
で
初
任
給
は

２
３
万
円
に
な
り
、
高
卒
の
初
任
給

も
２
万
１
４
０
０
円(

１
２
．
８
％)

ア
ッ
プ
の
18
万
８
千
円
に
改
定
さ
れ

ま
す
。

一
方
、
一
時
金
の
内
勤
勉
手
当
に

つ
い
て
成
績
優
秀
者
へ
の
上
乗
せ
を

標
準
者
の
３
倍
ま
で
上
げ
る
こ
と
が

可
能
と
し
、
さ
ら
の
職
員
間
の
競
争

を
あ
お
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

10
月
に
は
東
京
都
や
特
別
区
の
人

事
委
員
会
か
ら
の
勧
告
も
予
定
さ
れ

て
お
り
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
取

り
組
み
と
共
に
秋
季
闘
争
で
の
賃
金

底
上
げ
の
運
動
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

会
場
：
豊
島
区
職
労
事
務
所

９
月
14
日
（
土
）
13
時
30
分

会
場
：
東
部
区
民
事
務

９
月
26
日
（
金
）
18
時
30
分

会
場
：
文
京
区
労
協

９
月
27
日
（
木
）
18
時
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「
公
契
約
条
例
」
と
は
、
地
方
自

治
体
が
発
注
す
る
公
共
事
業
や
業

務
委
託
な
ど
に
従
事
す
る
労
働
者

の
賃
金
・
報
酬
の
下
限
を
設
定
し
、

自
治
体
や
業
務
受
注
者
の
責
任
等

を
契
約
事
項
に
加
え
る
こ
と
を
定

め
た
条
例
で
す
。

豊
島
区
長
は
今
年
６
月
の
区
議

会
で
議
員
の
質
問
に
対
し
て
「
公

契
約
条
例
制
定
に
向
け
検
討
を
進

め
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

９
月
の
予
定

三
日
間
で
述
べ1

万
人
を
超
え
る
参
加
で
開
か
れ
た
世
界
大
会
に
、
豊
島
区
か

ら
は
５
人
が
参
加
し
た
。
連
日
38
度
度
を
超
え
る
酷
暑
、
体
温
を
超
え
る
状
態

で
の
遺
跡
巡
り
は
サ
ウ
ナ
の
中
で
の
移
動
で
大
変
厳
し
く
、
初
め
て
の
体
験
で
、

食
事
も
移
動
が
困
難
で
ホ
テ
ル
近
く
の
食
堂
で
済
ま
せ
ま
し
た
。

世
界
大
会
で
は
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
核
保
有
国
の
先
制
核
使
用
政
策
の
維
持
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵
略
す
る
ロ
シ
ア
は
、
核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
を
繰
り
返
し
て
い

る
ま
す
。
し
か
し
、
世
界
の
各
地
で
は
、
非
核
と
包
摂
を
特
徴
と
す
る
流
れ
が

発
展
し
て
お
り
、
核
兵
器
禁
止
条
約
は
核
大
国
の
妨
害
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
署

名
国
は
93
カ
国
、
批
准
国
は
70
カ
国
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

国
際
会
議
宣
言
は
、
主
権
者
で
あ
る
私
た
ち
が
「
被
爆
者
と
と
も
に
、
そ
し

て
若
い
世
代
と
と
も
に
、
声
と
行
動
を
広
げ
よ
う
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
来
年
の
80
年
に
向
け
て
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
壮
大
な
運
動
の
展
開
を
約

束
し
ま
し
た
。
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地
域
別
最
低
賃
金
、
全
国
加
重
平

均
51
円
増
で
１
０
５
５
円
に
！

最
低
は
秋
田
９
５
１
円
。
最
高
は

東
京
１
１
６
３
円
【
格
差
２
１
２
円
】

７
月
２
５
日
の
「
中
央
最
低
賃
金

審
査
会
」
の
答
申
を
受
け
て
、
各
都

道
府
県
は
「
地
方
最
低
賃
金
審
査
会
」

で
審
議
し
、
8
月
29
日
に
答
申
が
出

そ
ろ
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
徳
島
は
国
の
答
申
よ
り

34
円
上
積
み
し
て
84
円
引
き
上
げ
、

最
低
賃
金
９
８
０
円
の
答
申
が
出
さ

れ
る
な
ど
、
各
地
で
地
域
間
格
差
に

抗
議
し
て
最
賃
運
動
が
高
ま
る
中
で
、

２
７
県
で
国
の
答
申
を
超
え
る
金
額

を
引
き
出
し
ま
し
た
。

物
価
の
変
動
を
反
映
さ
せ
た
実
質

賃
金
は
２
６
カ
月
連
続
で
前
年
割
れ

し
、
マ
イ
ナ
ス
の
期
間
は
過
去
最
長

を
更
新
し
ま
し
た
。
帝
国
デ
ー
タ
バ

ン
ク
の
調
査
よ
る
と
、
２
０
２
４
年

は
予
定
を
含
む
食
品
の
値
上
げ
は
７

４
２
４
品
目
に
及
び
、
平
均
の
値
上

げ
率
は
18
％
と
大
き
な
負
担
増
に
な
っ

て
い
ま
す
。

全
労
連
が
２
０
１
９
年
に
実
施
し

た
「
最
低
生
計
費
試
算
調
査
」
で
は
、

日
本
全
国
ど
の
地
域
で
も
時
給
１
５

０
０
円
が
必
要
都
の
結
果
が
出
て
い

ま
す
。

引
き
続
き
全
国
一
律
で
最
低
賃
金

１
５
０
０
円
以
上
の
実
現
に
向
け
た

取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

3

！

豊
島
区
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
が
産
休
・
育

休
を
取
得
す
る
場
合
、
育
児
休
業
か
ら
は
代
替
職
員

が
配
置
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
出
産
休

暇
の
14
週
間
は
代
替
職
員
の
配
置
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
豊
島
区
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
職
場
か
ら
、
担
当
す
る
４
人
の

担
当
職
員
（
す
べ
て
会
計
年
度
任
用
職
員
）
の
う
ち
、

1
人
が
産
休
・
育
休
に
入
る
た
め
、
産
休
か
ら
代
替

職
員
の
配
置
を
求
め
る
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

豊
島
区
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
仕
事
は
、
生
後
43
日
以
降
か
ら
小
学
生
ま
で
の
子

ど
も
を
対
象
に

①
「
子
ど
も
の
預
か
り
」
②
「
保

育
施
設
や
小
学
校
等
の
送
迎
」
等
を
行
う
援
助
会
員

の
確
保
と
紹
介
・
研
修
を
担
い
、
子
育
て
支
援
の
と
っ

て
大
切
な
事
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。

職
員
は
担
当
課
長
、
産
休
か
ら
の
代
替
職
員
の
配

置
を
要
請
し
ま
し
た
が
、
前
向
き
な
返
答
が
な
い
中

で
、
「
何
と
か
こ
の
窮
状
を
救
っ
て
ほ
し
い
！
」
と

の
要
請
が
労
働
組
合
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
要

請
を
受
け
組
合
は
７
月
に
「
産
休
取
得
時
点
か
ら
大

体
代
替
職
員
の
補
充
を
行
い
う
こ
と
」
を
求
め
、
要

求
書
を
提
出
し
区
と
交
渉
行
い
ま
し
た
。

当
初
区
は
「
人
件
費
予
算
に
限
り
が
あ
り
、
産
休

期
間
は
代
替
職
員
の
配
置
は
行
っ
て
い
な
い
」
と
回

答
し
ま
し
た
が
、
「
正
規
職
員
に
は
産
休
期
間
か
ら

代
替
職
員
を
配
置
し
い
る
。
人
件
費
を
理
由
に
代
替

職
員
を
配
置
し
な
い
の
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
差

別
だ
！
」
と
強
く
抗
議
す
る
中
で
、
区
は
産
休
取
得

時
点
か
ら
代
替
職
員
の
配
置
を
認
め
ま
し
た
。

！

８
月
の
幹
事
会
で
「
区
労
協
と
し
て
区
に
要
求
書
を

提
出
す
る
」
と
の
確
認
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
度
左
記
の

「
要
求
の
柱
」
に
沿
っ
て
各
加
盟
団
体
か
ら
要
求
を
提

出
い
た
だ
き
、
区
労
協
と
し
て
各
団
体
か
ら
の
要
望
も

取
り
ま
と
め
て
区
に
対
し
て
一
つ
の
要
求
書
を
作
成
し

て
提
出
し
、
区
と
懇
談
の
場
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
９
月
２
０
日
ま
で
に
区
労
協
に

２
０
２
５
年
度
・
予
算
要
求
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

各
組
合
か
ら
出
さ
れ
た
要
求
を
集
約
し
て
区
に
要
求

書
を
提
出
し
て
交
渉
を
実
施
し
ま
す

各
加
盟
組
合
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま


